





















保育所の間には 20%もの聞きがあったものが、 03年度には幼稚園で増加が見られ、 03
年度においては幼稚園や保育所の半数が障害児を受け入れていること、幼稚園や保育






























2003年度の幼稚園と保育所における障害幼児の実態調査は 2004年 4'"' 5月に全国
調査を実施したものである。本稿ではこの調査結果を踏まえ、筆者らの 1993年度全








• 2003年度:各 500カ所、計 1000カ所・ 1993年度:各 1003カ所、計 2006カ所
3)文書によるアンケート方式で実施。
4)実施時期 ・2003年度:2004年 4'"'"'5月
























が 28.8%から 49.5%まで 20.7%の
伸びを見せており、保育所では























































3歳児 4歳児 5歳児 不明 1議児 2最児 3歳児 4歳児 5歳児 不明
下の低年齢に障害児の割合が増加し、 4， 5歳児では割合を下げている実態である D
この障害児の低年齢での増加の要因はどこにあるのだろうか。
まず、幼稚園の園児数を文部科学省学校基本調査によって平成 5年度と 15年度を
比較すればこの間 14万 7千人減少しているが、 3歳児は全園児数の 16.9%から 22.7
%に増えているという様相である。また、保育白書 2003年版によると I'"-' 1989年と
2002年を比較すると保育所入所児全体の伸びがl.1倍程度であるのに、 1'"-' 2歳児の
入所児は1.6倍と大きく伸張している J (8) ，2003)とあり、 3歳児についてもわずかず
つ増加しているという。ゆえにこの 10年で幼稚園と保育所には幼児の早期入園の進
展があったことを基盤に置かねばならないことが分かる O その上で考慮すればここで




幼稚園と保育所における障害種別の実態は表 6及び図 3、図 4の通りである。障害
種別の順位は幼稚園においては 93年度には知的障害が最も多数を占めていたが、 03
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て受けるものを合わせて調査している O 表 7は各
種別の障害児とその中で支援を受けている児数の
割合である o 93年度の支援の状況を全体的に見ると幼稚園は 66.001であったが、保
表7 93年度の個人と圃が受ける支援の状況
キ 幼稚園 保育所人数支援有%人数支援有%
113781f21;E7十:若まZe事9ZS64SHs5 dA 葺3O5 g 289 233 va2EtF凶S手8傘9s誕者五倣下弘2e5生a2子
情緒障障害 811 48 1051 79 
昌語 681 49 581 47 
肢体不自由 391 30 51 50
聴視覚覚障障害 141 1 91 41 3 51 4 
重複病弱障害
461 25 481 42 
1 131 12 
不明・他 111 4 261 10 
計 377 2491::66 612 4861ヨ9:4
育所はそれより高く、 79.4%にも達していた O このことは各障害種別を見ても大多数
の障害幼児が他機関からの援助を受けているが、幼稚園に比較して保育所の方がそれ
ぞれかなりの高率を示している o 03年度の他機関からの支援の状況は個人と園とを
分けて調査しており、表 8は障害児個人が受けるデータである O 全体的に比較すれば
幼稚園に在園する障害児の場合は 85%に対し、保育所では 83.1%であり、どちらも 80
%以上の似通った状況にあることが分かる O この中で 03年度の幼稚園、保育所のい
-6-

































稚園 0.4%、保育所 0.2%であったのが、 03年度の園に対する支援に養護学校とある
のはいずれも 5園で全体の幼稚園では.4.9%、保育所 3.6%となり、その役割の拡大
が確認できる O それは次の自由記述の要望欄に「養護学校の支援が助かる、期待する J






























で参考になると思われるものも多くあった O その数は 93年度は幼稚園では 17.6% (608 
園のうち 107園)、保育所では 41.6% (519園のうち 216園)、 03年度は幼稚園では 20.2
% (208園のうち 42園)、保育所では 25% (164園のうち 41園)である。内容は多岐
にわたっていたが、大まかに分類すると 9つのカテゴリーに分けることができた O
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93 年度には「重度の障害児の措置に困惑~J の実態が幼稚園と保育所 2 園ずつに

























とができた O この幼稚園における障害児の増加は 3歳児に際だった伸長が見られるも
のであった D ちなみに、 i )文部科学省の学校基本調査による幼稚園の年齢別園児数
の割合と並)障害児数の割合(()で表示)の比較を試みた口その結果は 3歳児、 4
歳児、 5歳児の順に、 93年度には 16.9% (9 %)、 38.9% (40.9)、44.2% (49.5 %) 
であり、 03年度には 22.7% (20%)、37.4% (36.5 %)、 39.9% (41.5%) となり、 03





検討のある大賀の湘南地域の障害児保育調査 (5)，1999) があった O その結果によると
障害種別では幼稚園、保育所ともに知的障害が最も多く、次いで言語障害、情緒障害、
肢体不自由、聴覚障害、視覚障害の順であったといい、本調査とは言語障害に異なる
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